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さて､ fleisenbergModelでは､PAde近似の計算か ら､ a空 1/3,
β空 d/3 と云われているが､実際にこれ ら'ol条件を充たすFree血 ergyを作
る事がで きる｡例 えば
F = A r22n(//3+aTyq2+b㌔+0(㌔)) (2)





函数時よって表わされ るべ きである事 を強詞 したい O
稀薄磁性体 につ.いて
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=ヽ
今結晶格子を考 え-格子の各点にはIsingspi虫(pi-1,｣ )又は- 非磁
気原子 (pi.〒 0)が存在す一るもの'とす る〇 ･全エわ レギーは近接スゼン問の相互
作 用エネルギーのみの和で衰わされ るとす ると
E--音韻 ,piPj･-mHfpi
であらわされ る｡ これ より母函数 ､
Z､=aeKEPifb･'CEjl･DE〟宣





物性研究にのべ たので研究会では数値計算の.諸結果について説明 したO この
Modelは其の平衡状態に対応し_fiushbroo女erLAbrgaヱユーAbeのMode工は
高･温で用意 してか らquench された系に対 応す るものであることが討論された｡
強磁性を示す厳密解が得られる-模型
軽 重 俊 ･猪 苗 代 盛







SKOTr k4)-敬(kl-k3)LTrおきカ;ぇるとそのハ･ミル トニア･ンに対 してー一次の
て強磁性を示す-つのモデjL,とをるO このハ ミル トニアンをcorlfigura七ion
甲 aCeに戻すとspinのZ成分についてT_ t 無限 に遠 くr･までlongrangeの
作 用が働いて居 り_丁度Ka-C-UhlenbeGk-He皿コerモデJL,の量子力学的
versionといったようを ものにそってい るO
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